
 

 

美術教育における「遊び」概念に関する小年表 
 

宇田秀士 
（奈良教育大学 美術教育講座（美術科教育学）） 

 
 
 

The chronological table of the Concept of “Play” in Art Education 
 
 

Hideshi UDA 
（Department of Fine Arts Education, Nara University of Education） 

 
 

要旨：筆者は、美術教育における「遊び」概念について、教師の＜意識＞をふまえて継続研究を行ってきた。小学校「造

形遊び」の導入と展開、大阪の実践・研究者の乾 一雄の業績研究、ドイツの M.ウアラスの実践提案との比較研究などを

行い、これらの全体構造把握の考察を現在行っている。これらの考察の中で、「遊び」概念を把握するための相として、

基盤としての「自由への志向」、「主体的な活動を生み出す内発的な動機づけ」、「芸術概念の拡がりがもたらす柔軟な

思考への誘い」の３つを提示した。本資料では、今後の継続研究のために、「遊び」概念に関する小年表を提示する。 
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１．小年表作成の意図 

筆者は、美術教育における「遊び」概念について、教 
師の＜意識＞をふまえて継続研究を行ってきた。小学校

「造形遊び」の導入と展開、大阪の実践・研究者の乾 一
雄（1920−1992）の業績研究、ドイツの M.ウアラス（1966−）
の実践提案との比較研究などを行い、これらの全体構造

把握のための考察を現在行っている 1）。この考察の中で、

「遊び」概念を把握するための相として、基盤としての

「自由への志向」、「主体的な活動を生み出す内発的な

動機づけ」、「芸術概念の拡がりがもたらす柔軟な思考

への誘い」の３つを提示した。本資料では、これらの構

造考察をふまえ、以後の継続研究のために、その展開に

関する小年表を提示する。 

２．関連する学術イベント 

 美術教育における「遊び」概念に関連し、筆者がコーディ

ネーターを務めた学術イベントは、以下の通りである。 
 
○1999.8.27 美術科教育学会 第 1 回リサーチフォーラム、 
美術教育における“ディシプリン(規範性)”-「美術の論理」 
と「子供の論理」、東京都中央区。 

○2003.12.20 美術科教育学会第５回西地区会＜研究発表 
会 in 奈良＞、25 年を経た「造形遊び」の功罪、奈良市。 

○2006.12.23 美術科教育学会第 12 回西地区会<研究発表 
会 in Osaka>、＜30 歳＞目前の「造形遊び」を磨く、大 
阪市。  

○2008.8.7 招待セミナー 日独共同企画、芸術における人 
間形成―「造形遊び」に関する国際比較の視点も交えて、 
第 32 回 InSEA(国際美術教育学会)世界大会 in 大阪、大 
阪市。 

○2013.12.21 第 36 回美術科教育学会奈良大会 記念プレ 
学会＜研究発表会 in Nara＞、美術教育における「遊び」 
概念と指導、奈良市。 

○2016.7.30 2016年度 美術科教育学会 リサーチフォー 
ラムin Osaka, Japan ドイツの初等教育における

「アート・プロジェクト教育実践」から探る美術教育

の新たな＜かたち＞、大阪市。 

注 

1） 宇田秀士、(2017)、「美術教育における「遊び」概念

の諸相：教師の＜意識―規範・文化＞をふまえて」、

美術科教育学会誌、38、pp.77-91、500. 
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